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６月 10 日、日本青年館で「九条の会」全国交流集

会がもたれ、1550 人が参加、大江、小田、加藤、

澤地、鶴見、三木氏ら６名の代表が挨拶されました。

代表の言葉はそれぞれ感銘深いものでしたが、特に

「理想的であることが最も現実的」（小田氏）の言

葉は「９条を言わずして９条を語る」印象的なもの

でした。「九条の会」が全国で 5174 に達しました。

樋田参加の分散会、150 名中 31 名が発言。みなさ

ん、明るく、おおらかで、1087 人の賛同者に 19 人

でニュースを配る苦労話を淡々と報告（京築９条の

会）していました。総じて「活動家でない」、「カラ

オケ好きで」、「多趣味の」、「楽天的な」、「酒が飲

める」普通の人と、元市長、農協組合長、元校長、 

宗教家、医師など顔のきく人とが混じり合った会が、

有権者過半数達成（とさしみず９条の会）というよ

うな先進的活動をしていました。最後に分散会は

「会のネットワークを地域に張りめぐらし、個性的

で多様な対話で賛同を拡げる」という「まとめ」を

確認しました。 
 伊藤が参加した分散会は地域が 23、分野・職場

が５の 28 の会が発言しました。どこの会も、基本

的には私たちと同じ「賛同者が拡がっていない悩

み」をもっているようです。そんな中で「横浜旭区

９条の会」のお話は印象的でした。“ご近所９条の

会”をめざして賛同人 500 名一人ひとりが近所に、

必ず声をかけてニュースを手渡しで 2000 部も配っ

ているのです。ニュースも自分たち 
の活動がよくわかる、親しみ易い 
紙面を心がけているということで 
す。ここに９条の会の原点がある 
と思いました。しかも、これまで 
活動経験のない女性が中心になっ 
ている地域ほど賛同が拡がってい 
るということに、大いに考えさせ 
られました。（樋田・伊藤） 
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6 月 13 日現在 

◆賛同人 

４７５名 

◆９条署名 

 1,067 筆 
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活活    動動    予予    定定  
 

6 月 24 日(土) つくば市母親大会 

 午前 10 時～午後 3時半 柳橋小学校 

 （詳細は第二面 ９条玉手箱） 

7 月 1 日（土） ピースコンサート実行委員会 

 午後 6時半 竹園公民館大会議室  

7 月 2 日(日) 「定例街頭署名活動」 

 正午～午後 2時 中央公園『アルス』前集合 

7 月 9 日(日)  ピースコンサートつくば 2006 

 午後 1時開場・1時半開演 市民ホールやたべ 

7 月 16 日(日) 「定例世話人会」 

 10 時～   竹園公民館   

  戦争を想う 平和を想う     茅野徳治 （前号のつづき） 

 
戦争中、私は東京、荏原区（現品川）に、父母、姉２人、兄１人、妹１人の 7 人で暮らし、終戦の年に

１４歳でした。・・・・・・・そして、 
３月１０日東京大空襲で下町が全焼しました。父は友人がどうしているかと探しに行きました。夕食の

時帰宅した父に「どうだった」と聞くと「すごい。今話をしたら食事が喉を通らなくなる。」と。その後

の父の話によると、下町は見渡す限り焼け野原となっていて、川に飛び込んだ人の死体、うつ伏せに黒焦

げになっている死体が道路の脇に黒々と並んでいる。父はそれを一人一人ひっくり返して友人を探したが

見当たらず、帰ってきたという、その黒焦げの一人一人を兵隊がトビ口でトラックに放り投げている“な

んということか”となげいていました。—その友人、数日後に家に来て、裏の物置きに寝泊まりしていま

したが、子どもごころにみじめというか、わびしいというか、なさけなくなりました。 
５月２４日夜はついに私の住む荏原に空襲が鳴りひびきました。外に出ると探照灯が夜空に左右にゆれ

ていましたが、そのうちＢ２９から照明弾が落とされ、真昼のような明るさになりました。そうしたらＢ

２９の大編隊がゆうゆうと飛んでいる。あっけにとられて見ているうちに焼夷弾がザーという音と共に落

ちてきて一瞬のうちに火の海となりました。焼夷弾は直径役 10cm ぐらいの８角で、長さ 50cm ぐらいー

記憶ではーのク鋼鉄の筒の中に油を浸した布切れがあり、着弾と同時に火のついた布切れが飛び散り、木

造の日本家屋を燃やす仕組みのためひとたまりもなく焼ける、その瞬間を目の当たりにしました。我が家

の前は巾 2m ほどのドブ川（といっても当時はおたまじゃくし、ザリガニ、螢もいました。）だったので、

そこからバケツで水をタライに汲みあげ４人掛かりの手押しポンプで放水しましたが、まさに焼け石に水

で、防空演習など何の役にもたたないばかりか、火にあおられて熱くて熱くて、とても消化どころか逃げ

るしか手がありませんでした。風向きが変わったのか、焼けたのは我が屋の前までで延焼を免れましたが

焼跡の臭いは独特で、何日も残り火が燃えていたように思います。 
一面焼け野原の中を避難していた人々が、顔がすすで黒ずんでしょんぼりと、黙って焼家に戻る姿は言

いようのない光景でした。 
今、テレビなどで写るイラクの町の瓦礫の跡、そこにいる人々の顔、得に子どもたちの顔など見ると、

再び繰り替えしてはならない戦禍が繰り返されるのか、なんとしても憲法９条を守らなければと思いま

す。 

 
第一次集約署名 1892 筆を国会に提出！ 

憲
法
９
条
の
会
つ
く
ば
は
、

昨
年
の
設
立
総
会
か
ら
毎
月

定
例
署
名
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。 

国
会
会
期
末
を
控
え
、
共
謀

罪
や
教
育
基
本
法
、
国
民
投
票

法
な
ど
悪
法
が
一
気
に
通
過

さ
せ
ら
れ
る
雲
行
き
の
中
で
、

「
９
条
の
会
つ
く
ば
」
は
、
第

一
次
集
約
署
名
を
急
き
ょ
国

会
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
め

記
者
会
見
し
ま
し
た
。 

記
者
会
見
に
は
、
長
田
さ

ん
、
樋
田
さ
ん
、
伊
藤
さ
ん
、

堀
部
さ
ん
の
４
代
表
が
応
対

し
ま
し
た
。
記
者
会
見
で
は
、

「
９
条
の
会
つ
く
ば
」
と
し
て

定
期
的
に
開
い
て
き
た
学
習

会
の
活
動
や
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン

ガ
ー
亀
渕
友
香
さ
ん
を
ゲ
ス

ト
に
憲
法
９
条
を
守
り
平
和

な
世
界
の
実
現
を
め
ざ
す
市

民
に
よ
る
「
ピ
ー
ス
合
唱
団
」

も
出
演
す
る
７
月
９
日
の
「
ピ

ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
催
し
、

イ
ラ
ク
戦
争
の
実
態
を
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
描
い
た
「
リ

ト
ル
バ
ー
ズ
の
上
映
と
講
演

会
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

記
者
会
見
さ
れ
ま
し
た
。 

「
日
本
国
憲
法
前
文
」 

 

の
歌
声
、
会
見
場
に 

 
 

響
き
わ
た
る
！ 

い
や
～
そ
れ
に
し
て
も
ま
い

っ
た
！
堀
部
代
表
が
記
者
会

見
で
「
憲
法
９
条
を
ほ
め
る

歌
」
を
弾
き
語
り
で
歌
う
な
ん

て
！
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
し
て

え
え
ん
か
い
な
！
広
い
会
見

場
に
響
き
渡
る
”
ほ
っ
ち
ゃ

ん
”
の
す
ば
ら
し
い
歌
声
！
記

者
の
み
な
さ
ん
も
び
っ
く
り
。

こ
れ
ゃ
～
、
ピ
ー
ス
コ
ン
サ
ー 

ト
も
紙
面
に
載
せ
な
い
わ
け

に
い
き
ま
へ
ん
な
～
。 

記
者
発
表
し
た
「
憲
法
９
条

を
変
え
な
い
こ
と
を
求
め
る

署
名
」
１
０
６
７
筆
「
国
民
投

票
法
案
に
反
対
す
る
署
名
」
８

２
５
筆
、
合
計
１
８
９
２
筆

は
、
６
月
２
日
「
９
条
の
会
つ

く
ば
」
を
代
表
し
て
伊
藤
さ
ん

と
穂
積
さ
ん
と
河
村
さ
ん
に

よ
り
国
会
に
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
署
名
は
、
共
産
党
の
衆
議

院
議
員
を
紹
介
議
員
と
し
て

提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
熱
い
思
い
で 

 
 

第
二
次
署
名

へ
！ 

昨
年
の
設
立
総
会
か
ら
き
ょ

う
ま
で
、
こ
つ
こ
つ
と
対
話
し

て
集
め
た
貴
重
な
署
名
や
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
声
を
か
ら
し

て
訴
え
た
署
名
な
ど
数
と
し

て
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
提
出
さ
れ
た
署
名
に
は
、

多
く
の
人
た
ち
の
憲
法
９
条

を
変
え
さ
せ
な
い
！
と
い
う

熱
い
思
い
が
こ
め
ら
れ
た
貴

重
な
署
名
と
い
え
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
ほ
ん
と
う
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き

廃
案
に
む
け
第
二
次
署
名
活

動
を
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
賛
同
人
・

世
話
人
の
皆
さ
ん
の
更
な
る

お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
「
憲
法
９
条
の
会

つ
く
ば
」
の
記
者
会
見
の
報
道

は
、
６
月
１
日
毎
日
新
聞
、
茨

城
新
聞
、
常
陽
新
聞
、
後
日
、

赤
旗
の
４
紙
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
（
河
村
） 

◇
（
２
面
）
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
伊
藤
・
記
） 

 
 
 
 
 
 

５
月
定
例
学
習
会
「
国
民
投
票
法
案
」 

講
師
・
水
田
洋
志 

 
 
 

◇
（
２
面
）
必
見
・
お
知
ら
せ 

ピ
ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト 

◇
（
増
刷
３
面
）
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
阿
部
・
記
） 

 
 
 

３
月
定
例
学
習
会
「
な
ぜ
嘉
手
納
の
Ｆ
１
５
が
」 

講
師
・
染
谷
正
國 

記者会見おこない 

  ４紙が報道 

－♯－♭－♪－♯－♭－♪－♯－♭－♪－♯－

KONOMI 14 才 



定例学習会 （報告）        講師：水田洋志さん 

  「憲法改定のための国民投票法案について」 
 ５月の学習会は、賛同世話人の水田洋志さんの「国民投票法案について」の講
義でした。よくまとめられた手書きの資料で分かりやすくお話してくださいまし
た。 
「憲法制定権」は国民が直接保持する権限である。「憲法改正国民投票」は、ま

さに「国民主権」の発動で核心である。よって「国民投票」は国民の権利であり、
軽んじてはならない。「憲法改正」までの手続きとして「国民投票法」があり、国
会に「法案」が提出され、衆参両議院にて可決成立する。参議院で否決の時は衆
議院に戻って再審議し、2/3 の賛成で成立する。この法案が成立しても「憲法改正」
までには「国会法改正」などの関連法の整備がある。「国民投票法案」には、①「憲
法改正案」の周知期間 ②周知方法 ③投票運動への規制 ④「憲法改正案」の
発議に関する「提案権」「議員提出の場合の員数」などの要件 ⑤議会での採択方
式 ⑥国会議員総数の定義 ⑦投票に当たっての投票資格者 ⑧投票成立要件 
⑨投票方式 ⑩「憲法改正案」成立要件 などが盛り込まれる。 
今国会に上程された与党と民主党の「国民投票法案」には、これらのことが記

載されています。とりわけ彼らは「憲法改悪」を目的としているので、「国民投票
法案」には国民への周知期間をできるだけ短くし、国民の投票運動やマスコミ・
メディアの報道を規制するなどを盛り込んでいます。投票運動の規制では、公務
員・教員などの立場からの規制の他に、国民一般にも複数の法律を組み合わせて、
「国民投票自由妨害罪」とか「自由妨害の扇動罪」などのさまざまな罪状で運動
をチェックすることが可能だそうです。メディアへの規制は「表現の自由」「国民
の知る権利」から問題視されて規制が緩みそうですが、逆に資金力にものを言わ
せた宣伝が可能になるなどの批判意見もでているそうです。また彼らの「国民投
票法案」には、「改悪憲法を成立させる」のが目的なので「成立要件」をできるだ
け低くするなどの問題もあります。「憲法改正成立要件」の「過半数の規定」を「全
有権者数」か「総投票者数」か「有効投票数」かにするかで全く異なります。記
憶に新しい「岩国基地住民投票」では、「投票成立が全有権者の 1/2」で、しかも
「意見成立も有権者総数の 1/2」でした。本来なら「憲法改定」もこのような厳し
い高いハードルにすべきだと私は思います。また水田さんは、これまでに「国民
投票法」がなかったのは「立法の不作為」だと与党は言うが、国民は提案された
「憲法改正案」の審議に加われないし、積極的に対案（提案）をだすことも認め
られていない、ただ賛成（○）か反対（×）かの審査をするのみである。国民に
よる「憲法改正提案・審議権」がない、これこそ「立法の不作為」ではないか、
と報告されました。私もなるほどと思いました。 
今国会で審議されている「国民投票法案」と「国会改正法」は、継続審議にな

りそうです。与党は、秋の国会では、継続審議だから議論をし尽くしたとして一
気に強行採決する作戦です。私たちは、引き続き「憲法改悪のための国民投票法
案 NO!」 と運動を進めましょう。（学習・企画担当：伊藤） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 

集 

後 

記 
 
 

う
っ
と
う
し
い
季
節
が
続

き
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。 

  

本
会
も
設
立
か
ら
８
か
月

を
過
ぎ
、
一
周
年
が
見
通
せ

る
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
参
り

ま
し
た
。
紙
面
ト
ッ
プ
に
お

伝
え
し
ま
す
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

集
ま
っ
た
署
名
の
提
出
、
お

り
か
ら
開
催
さ
れ
た
全
国
さ

ま
ざ
ま
な
９
条
の
会
の
経
験

交
流
へ
の
参
加
は
、
世
話
人

コ
ア
メ
ン
バ
ー
に
新
た
な
意

欲
を
か
き
立
て
て
い
ま
す
。

 

同
時
に
、
発
足
以
来
、
模

索
し
な
が
ら
と
り
あ
え
ず
作

り
出
さ
れ
て
き
た
活
動
形
態

を
改
め
て
見
直
し
、
よ
り
よ

い
形
態
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ

と
の
必
要
性
も
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。 

 
 

賛
同
人
の
皆
様
に
毎
月
お

届
け
し
て
き
た
「
結
」
の
あ

り
方
に
し
て
も
同
様
で
す
。

も
っ
と
読
み
や
す
く
、
読
ん

で
手
を
打
ち
、
元
気
を
出
し

て
い
た
だ
け
る
「
結
」
を
目

指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

反
響
や
要
望
を
気
軽
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
命
を
守
る
９

条
を
大
切
に
ー
ご
一
緒
に
こ

の
声
を
ふ
や
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

 
 

（
吉
） 

発行 「憲法９条の会つくば」   

〒305-0005 

  つくば市天久保 1-10-12 I-401 

 電話 090-3811-3753 fax029-856-2286 

http://peace.arrow.jp/tsukuba/index.html 
郵便振込み口座：番号 00140-7-535453 

加入者名    武田照子 

第 26 回つくば市母親大会 （再掲） 

  日時  6 月 24 日(土) 受付  9 時半～ 
             分科会 10 時～12 時 15 分  （※１）
             全体会 13 時 15 分～15 時 30 分 
  会場  つくば市立柳橋小学校 
  資料代 700 円 
記念講演「みんなで守ろう 子どもの生命―子どもがいきいきできる街―」
   講師 喜多 明人さん（早稲田大学文学部教授） 

 （※１） 第５分科会あなたにとって「平和」ってなあに？ 
     憲法 9 条の会つくばが企画に参加します。 

◆どなたでも参加できます。スリッパを持参ください。昼食販売有り
◆保育あります 保育料 500 円(保険･おやつ代)   
主催：つくば市母親大会実行委員会 
問い合わせ：事務局 ０９０－３８１３－７８８０ 

｢9 条の会・ゆうき｣結成 1 周年のつどい （再掲） 

郡山総一郎さんの映像とお話 
  と き：6月 24 日(土)１時３０分 
  ところ：市民文化センター アクロス(小ホール) 
  内 容：経過報告 
      ヒューマンファーマーズ演奏 
      郡山総一郎さんの映像とお話 
      アピール・報告など皆様の一言 
  参加費：５００円  高校生以下・障害者無料 
主催：「９条の会・ゆうき」結成１周年のつどい実行委員会 
問い合わせ：国友 ０２９６-３２-０８４１  

ピースコンサート実行委からのお願い 

 皆さんにチケットをお預かり頂いていますピースコンサートまで、いよいよ
１ヶ月を切り、本番が間近に迫ってまいりました。 

 皆さんにご協力頂きました広告協賛金は、お陰様で合わせて 284,500 円分を
頂くことができました。そのうち 10 万円は 9 条の会の皆さんの協力によるも
ので、皆様のお力添えに心から感謝いたします。 

 先日、音楽９条の会の東京コンサートに出演して日も浅い亀渕友香さんがゲ
ストとしていらしてくださる今回のコンサートは、「憲法９条の会つくば」の
存在を近隣にアピールし、この時期、憲法９条を守る活動の大切さを広く伝え
る絶好の機会です。ぜひ、お手持ちのチラシ、チケットなどで多くの方に広め
て頂けますようお願いします。 

 さて、そのチケットですが、6 月 4 日の第 1 回集約では 291 枚が売れていま
した。皆さんに 2 枚ずつ預けている分はカウントしていませんが、9 条の会の
皆さんだけで 1000 枚近く、その他に出演者が 1200 枚近く手元にチケットを持
っています。これからの売れ行きによっては、逆に売りすぎて、当日定員オー
バーで会場前で返金・お帰りいただくことになりかねません。 

 ですので、今後は早めに正確な集約が必要です。そのため 

◎ 皆様のお手元で売れた枚数を、６月３０日までに 

 チラシ裏面の問合せ先：長田・伊藤・菱山・湯浅・穂積

 のいずれか（Tel、Fax 可）へお知らせください。 

◎ 7 月 1 日以降は、お手元にチケットが残っていても、 

 それは売らずに返却（または確実に処分）して頂けます

 ようお願いします。 

◎ 上記により登録くださったチケットの代金はなるべく 

 本会の郵便振り込み口座（このページ右下記載、加入者

 名：武田照子）にお振り込みください。 

 当日、会場入り口での精算は混雑が予想されます。 
 

追悼 河井智康様 

 前号「結」６号掲載の「科学者にとっての憲法９条を考える」講演者として、
またその他多方面で活躍しておられた河井智康氏が５月 30 日、不慮の事件の
ため逝去されました。ここに深い哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りいたします。 

（報告）教育基本法の改悪をとめよう！6.10 つくば集会 

子どもたちのいのちと健康を守り育てる役割を、今、学校は担えるのだろうか 
  －「教え子を再び戦場に送る」？－ 
                  講師：大谷尚子さん（茨城大学教育学部） 
           主催：とめよう戦争の道！百万人署名運動・茨城連絡会 
 
戦前戦後を通じ、学校で直接子どもたちの健康を守り育てたのは養護教員です。 

＜養護教員が注目された時＞ 
日露戦争の際トラホーム対策、身体虚弱、結核対策のため配置された学校看護婦

は、1941 年には「皇国民の体位向上を図るため」の国民学校令により、教育訓導と
して教育職員に位置付けられた。健康問題に一生懸命取り組んだが、子どもたちの
体力を向上させて戦場へ送ることが仕事となってしまった。 
＜いま、また養護教員が注目されている＞ 
医療費抑制政策として 02 年成立の健康増進法は、県、自治体、学校に数値目標を

掲げさせ、成果を競わせようとしている。教育基本法、憲法を「改正」して戦争す
る人づくりが画策される中、教諭と「同等」化し、教頭・校長への誘いがかかる。 
＜子どものいのちと健康は＞ 
いのちと健康が子どもたち自身のものとしてあることを保障するのは、教育基本

法と憲法２５、２６条。そしてその基礎は憲法９条－－－－－。 
 
子どものいのちと健康が戦争のために狙われてはならない。憲法、教育基本法を

変えさせない。これは大人の責任と肝に命じました。 

９条情報玉手箱



 

             

 

 学習会報告（3 月 19 日） なぜ嘉手納のＦ１５が百里に？  

       日米安保体制の変質と憲法、自衛隊、基地再編をどう見るか  講師 染谷正國さん（水海道 9 条の会） 
染谷さんは、長く国会議員秘書として安保、基地、

沖縄などの問題を追及されてきた方だけに、マスコ

ミ報道では知ることのできないことをたくさん伝

えてくださいました。おもな内容をお伝えします。 
 「9条第2項が改悪されれば、戦争がどんどんおこな

えるようになる」という理解は間違っている。 
国連憲章は軍事同盟否定の考え方に基づいてお

り、個別的集団的自衛権の行使は許されていない。

日米安保条約に基づく軍事行動も対象領域を拡大

することは条約の条文からはできない。自衛隊法で

も武力攻撃は行えない。従って、法的には、9 条第

2項を変えたとしても世界で軍事力行使は許されな

い。しかし、そのことと実際にやらないことは別で、

そこを区別した議論が必要。 
現在の政府による自衛隊の法的位置付け、9 条と

の関係は、憲法が予想しない事態＝憲法が発動でき

ない事態となったときに自衛隊が超法規的に動く

という説明がされている。 
冷戦終了後、アメリカは軍事力の目的を、自国の存

亡から、自国の価値観による世界統一（LONG WAR 

となづけている）へと変えてきた。新たな対象はいう

ことをきかない国、テロやイスラム原理主義など。

日本の憲法をめぐってもこのことを認識すること

が必要。 

日本国内の米軍基地利用が今後激化するとはいえ

ない。現に沖縄の海兵隊は定員 2000 人だが、現状

は 900 人に減っている。大軍を日本におく必要は減

ったが、基地利用の権利は残したくて、あちこちの

基地を訓練に使う構想を立てた。 
百里に来るという F15 はベトナム戦争時に開発され

た 40 年前の飛行機で、事故が多い。米軍ではパイロ

ットが民間へ移る結果、新米か過労ぎみのベテラン

パイロットという構成。これも事故が多い一因。百

里にはF15のほか退役寸前の偵察機F4がくる可能

性もある。 
自衛隊の航空体制は米軍主導。指令は米軍、実働

部隊は自衛隊とし、米軍基地は訓練用という方向。 

日本での空母増加策は、太平洋艦隊の強化より、地

中海・中東にいる空母の安全対策の面が強い。 
国際法上、自由に戦争をすることは許されていない

し、国家安全保障委員会も軍事力による国際貢献は

想定していない、と述べている。9 条を変えて自衛隊を

軍隊とすることは、武力による威嚇を可能とする。 

＝＝ 会場からの意見など ＝＝ 

◎なぜ、今憲法改悪なのかと考えると、日本が「持

てる国」になり、国外の権益を守りたいということ

があると思う。 
◎今、憲法を守ることがいかに大切かをもとにして

いく必要がある。 

＝＝ 筆者の感想 ＝＝ 

 お話の要点を筆者なりにまとめると、「9 条改

悪で日本は戦争する国にされてしまうんだ、こわい

ぞ、あぶないぞ、だから反対」という認識でいいの

だろうか。冷戦の周えんに伴う軍事力の意味の大き

な変化を理解した上で、9 条の意義を再確認する必

要がある、という提起だったと思います。第二次大

戦後、国連は平和を維持するためのしくみを考えま

した。しかし、冷戦でそれは日の目を見ませんでし

た。冷戦も終わり、アメリカはイラクで失敗し、軍

事行動では何も解決しないことが明瞭になってい

ます。世界的な軍縮と、平和の必要性が明らかな今

こそ、9 条の改悪を許さず、実現する運動が大切に

なっているといえるでしょう。百里をはじめ基地問

題が改めて問われる中で、「自衛隊法を変えて、9
条の実現を」と、世界の平和への道筋を太くするよ

うな運動を広めていく必要があると思います。自衛

隊が国民に認知されてきたのは災害救助、災害復興

隊の面です。目的は内外の災害救助、復興と法律で

明確にして、9 条を実現すべきだと私は思います。

防戦、守勢ではなく、世界平和への展望をもった運

動にしていきたいと考えさせられた学習会でした。 
            （学習企画担当、阿部） 
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